
特集 クライアントサーバシステムによる新たな価値の創造

クライアントサーバシステムによる新業務システムの実現

一金融業界における事例-
C‖entServerSystemintheFinanciallndustries

望月 慎*

築地勝司*

〟αん(フ仙ルグ/ノ(･ん才ヱJfん/

放ねzィぶん∠nヱJ々(/7

務業来従

トスホ

巴L

∩
〓
〓
‖
V

表帳計統

オンライン

端末

ロ

き蓼

パソコン

⇒

毯.
稟(りん)議書

廟
壷rゝ

新システム

ホスト

LAN

サーバ

統計DB

稟議書DB

クライアント

統

計

非

定

型

検

索

処
王聖 パーソナル

ステーショ

ン

オ

笹
FJORA3010

イ
ン

処

理

稟議書データエントリ処理

注二略語説明 パソコン(パーソナルコンピュータ),CSS(Clie〔tServerSystem),DB(Database)

CSSを適用した新システムイメージ ホストとサーバおよびクライアントのCSS化を適用したことにより,基幹業務であるオンライン処

理,データエントリ処理,非定型検索処理がl台のクライアントで実現でき,業務の効峯化が図れた｡

A鈍行では,融資業務の多様化･複雑化への対応

として,新しい業務システムを平成5年8月から稼

動させており,エンドユーザーコンピューティング

を実現させるため,CSS(Client Server System)を

迫川している｡このシステムでは,ホストとサーバ

およびクライアントの3階層を連動しているので,

エンドユーザーは階層を意識せずに業務を才‾十うこと

ができる｡また,エンドユーザーが使い慣れた流通

*l=/ニソフトウェアエンジニアリング株式会社

ソフトを桶川し,さらに導人済みのパソコン(パーソ

ナルコンピュータ)を活用するなど,使い勝手の良い

システムを運用している｡

今l由のCSSは,マルチベンダ化および水平分散形

態と垂直分散形態とを融合させたライトサイジング

化を実現した先進システムであり,A鈍行での今後

のシステム基盤を確_‾l†二できたと言える｡
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n はじめに

A銚子イでは,近年の令融の自由化やL_川祭化の進腿によ

って菜摘の多様化･鞄椎化が進み,特に海外への資金供

り･は融資形態が非常に佃別的なこともあり,事務処畔の

煩雑さが哨人している｡この結米,行臼の作業員糾の増

人からシステム改善の必晋件が高まってきており､｢=抑毎

外融資システム+および｢新融資統計システム+を構築

することとなった｡

新システムの構築にあたっては,次の3ノ亡(をねらいと

してCSSを過川することとした｡

(1)エンドユーザーコンピューティング化

利川部門が｢必‾安なデータ+を｢簡単な操作+で｢い

つでも+検索･加二L二･編集できる｡

(2)機器う洋人質=の低減化

導人済みのパソコンを捕†rけることによl),‾費川の低

減をトズlる｡さらに,1fiのクライアントですべての業綺

ができるようにする｡

また,堀川トークンリングIJANをi‾-†JIJすることによ

り,.設備宮守=Jグ)低減をlツlる｡

(:i)開発･†粁､1:作業の効率化

UAI)(User Application Program)を触ノJ作成しない

こととし,開発期帆の短縦と保守作業の削減を凶る｡

ここでは,A鈍行のこ-ズにこたえて構築したシステ

ムの耽穿と,て人現した三つの業荷処押‾ん式および導入の

効米について述べる｡

臣l システムの概要

2.1システム要件

システム構築卜のねらいに対し,実現化へのシステム

要件をまとめた｡

(1)アイコン,マウス,ポップアップメニューの探川に

よるヒューマンインタフェースを向+二する｡

(2)導人済みのMacintosh抑(以卜,Macと略す｡)や

Excel替コ)を満什Jする｡

(3)クライアントのExcelからデータベースサーバをア

クセスできる｡

(4)データベースサーバは24時間運転が可能である｡

(5)オンライン処坤については,現行オンラインシステ

ムとIi‾りじ端+J栄作を保つ｡

2.2 システム構成

システム安什を満たすハードウェア･ソフトウェアを

検討した結果,図1にホすシステム構成とした｡

従来どおりホストにはデータベースを集目‾1管押する【-1

的で人型汎(はん)川コンピュータを糊し､,海外融資オン

ライン･同バッチおよび融資統計バッチを実行する｡サ

ーバにはマルチ処二叩を期待するため,UNIX削)ワークス

※1)Macillt()Shは,米何アップルコンピュータ祉の摘.■.1'.名

称である｡

※2)Excelは,米拉lマイクロソフト社の宅吏録商標である｡

※二う)UNIXは,Ⅹ/OpeIlカンパニーリミテッドがライセンスし

ている米何ならびに他の【モ=二おける僅鎚商標である｡
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注:略語説明など

TR4(トークンリングネットワークTR4)

CDlO〔CSMA(CarrierSe[SeMu】叫e
Accessv山h Collisj州Detectl(汀l)/CD

ネットワークCDlO〕

AX(ArchlteCtUre Exterlded)

3050/R(クリエイティブステーション

3050シリーズ)

3010LST(パーソナルステーション

3010シリーズ)
* NetWareは,米国ノベル社の米国

での登録商標である_.

**+AN Pressは,米国カステル社の

登錯商標である.

図l システム構成

サーバはコンピュータ室に設置

し,基本的にオペレーションレス24

時間運転である｡クライアントは各

部門に設置し,エンドユーザーコン

ピューティングを実現している｡
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テーションであるクリエイティブステーション3∩50/R

(以下,3050/Rと略す｡)を導入した｡また,サーバは業

務処二哩別に独立している｡

クライアントには高精細カラーラップトップパーソナ

ルステーションFLORA3010LST(以下,3010LSTと略

す｡)を導入し,オンライン処理･非定型検索処理･デー

タエントリ処理を実行する｡非定型検索処理を多く利ft】

する部門に対しては,スタンドアロン形態で導入されて

いるMacをLANに接続することにより,Macの有効活朋

を阿った｡ただし,キーボードの操作が従来のオンライ

ン端末操作と異なるので,オンライン処理の適HJから除

外した｡

B 業務処理形態

今阿構築したCSSは,三つの業務処理形態(オンライン

処理･非定型検索処理･データエントリ処理)をサポー

トする｡クライアントの3010LSTからは,アイコンを開

くことによってすべての業務処理形態を実行できる｡エ

ンドユーザーから見たクライアントの業務実行イメージ

を図2に示す｡

3.1オンライン処理

ホストでは今l■■1開発した海外融資オンラインシステム

以外に,従来の他オンラインシステムが稼軌している｡

クライアントからはいずれのオンラインシステムにもア

クセスできるように共通の処押方式を採用し,口寸二製作

所の標準手順であるT-560/20ビデオデータシステムの

オンライン処理

オンライン･サービスメニュー

lドりl∴芦¢外l■放でレステムノニュ▼

オンライン他州t乍終1■させる甥丹は什2.1与川卜Lてくた､さい

ノ1テム メ･ソセーシ:

オンライン手順をサポートするT-560/20/オンライン/

CSSを導入した｡処理形態を図3にホす｡クライアント

～ゲートウェイ間はTCP/IP(Transmissi()n
ControI

Protocol/InternetProtocol)プロトコルでデータ送受仁

し,ゲートウェイでHNA(HitachiNetwork Architec-

ture)⇔1｢CP/ⅠⅠ)変換を行い,ゲートウェイ～ホスト間は

HNAプロトコルでデータの送受信を行う｡このゲート

ウェイの変換機能により,従来とまったく変わらない環

境でホスト側システムの開発を実施することができた｡

3.2 非定型検索処理

(1)データベースダウンロード

ホストの統計データベースはH次バッチ処増で情報が

蓄積され,月次バッチ処理で集計された後,口約別デー

タベースに分割さ才lる｡H的別データベースとは,エン

ドユーザーの検索操作を少なくするため,部門ごとに必

要とする情報をグルーピングしたものであり,73佃ある｡

このH的別データベースをEXCEED3/W(Execu-

tiveManagementDecisionSupportSystem3/W()rk-

station)の0ⅠくACLE削)アクセス機能を片いて,毎月月初

にサーバ3台のORACLEデータベースへ分割してダウ

ンロードする(図4の①参月別｡

(2)非定型検索処理

エンドユーザーは,表計算ソフトであるExcelから必

※4)ORACLEは,米田オラクル朴の澄j射街標である｡

非定型検索処理
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図2 アイコンと業務処理画面の対応

アイコンをマウスでダブルクリックすると,

業務初期画面が表示される｡｡
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ホスト

海外融資オンライン ほか

HNAプロトコル 構内回線

CSS560/20H､NA

TCP/lPプロトコル

融 資
データ

ノヾ-ス

ゲートウェイサーバ

(3050/R)

CDlOシリーズ+AN

+AN WorkPlace*

T-560/20/
オンライン/CSS

クライアント

(3010+ST)

注:略語説明など

CSS560/20HNA(ClientServerSystem560/20HNA)

T-560/20/オンライン/CSS(HITACT560/20ビデオデータシステム/

オンライン/C-ientServerSystem)
* +AN WorkPlaceは米国ノベル社の登緑商標である｡

図3 オンライン処理

クライアント(3010LST)からは,従来のオンライン端末と変わら

ない操作性を保つ｡

安な条件を入ノJしてサーバのデータベースを検索し,加

_l二したいデータをクライアントLに持ってくる｡その
後,表計算ソフト本来の機能を用いて加⊥･編集する｡

クライアントとしては3010LSTとMacがあるが,Excel

は両者をサポートしているので,同一操作性が保たれて

いる｡

また,サーバ3050/R上のORACLEデータベースとの

接続にはミドルウェアであるSequeLink芯5)を用いて,

UAPを開発することなく検索処理を実現した(図4の(卦

参照)｡

3.3 データエントリ処理

データエントリ処矧ま,融資決裁の稟(りん)議書を作

成し,それに基づいてホスト融資オンラインデータベー

スを‾更新するものである｡クライアントからのホストデ

ータベース更新は,一般的にオンライン処理で十分と思

われるが,次の2点を理由に図5に示す処理方式として

いる｡

※5)SequeLinkは,ベルギー国グノシス社の商品名称で

ある｡
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注:* MacTCPは,米国アップルコンピュータ社の登録商標である.｡

** Windowsは,米国マイクロソフト社の登貪責商標である.｡

図4 非定型検索処理

クライアントからは,あたかもパソコン上にデータベースがある

かのように表計算ソフトを使って目的の帳票を作成できる｡

第一に,稟議書を構成するデータ項目が約250佃と多

く,lHlい合わせ応答形式のオンライン処理に適さない｡

第二に,過去に作成した稟議書を再利用することによ

って入力軽減を図る｡

続いて図5に基づき,データエントリ処王型の流れにつ

いて述べる｡

(1)宴議書の耳えり出し

過去の類似案件の稟議書をサーバの稟議書データベー

スから取り出す｡データの転送はNOS(NetworkOper-

ating System)であるNetWare for HITACHI3050

を用いて行っている(図5の①参照)｡

(2)ホストへのアップロード

稟議書をクライアント上で作成し,サーバに対しデー

タを送る｡サーバではUAPが送られてきたデータをテン

ポラリファイルに蓄積するとともに,クライアントから

の処理要求をキューイングし,ホスト転送の制御を行う

(図5の②参照)｡

(3)ホストデータベース更新

ホストはサーバから送られてきたデータをチェック

し,エラーがなければホストデータベースを更新し,処
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理結果をサーバに通知する(図5の③参月日)｡

(4)稟議書の蓄積

処理結果が正常に終了したならば,UAPはテンポラリ

ファイルに蓄接したデータを稟議書データベースヘ移

す｡次にクライアントに対し,処理結果を通知する(図5

の④参月別｡

3.4 印刷処理

すでに述べた三つの処理以外に,CSSの機能として共

用プリンタへの印刷処理がある｡クライアントからの印

刷要求をNetWare for HITACHI3050を介して,共m

プリンタであるAX(Architecture Extended)ページプ

リンタに出力する｡なお,図6に示すとおりプリンタサ

ーバにパソコンを用いず,プリンタサーバ機能を持つプ

リンタLAN接続装置LANI)ressをi六川した｡

B システムの年寺徴

今l叫構築したCSSは,[_I々の運用の可川性･信相性の

向上,およびシステム拡張性の向上に垂一たを置いた特徴

ホスト

海外融資オンライン

融資決裁業務

認…ミ

TR4 LAN

す OFISLINK2

稟議書DB
ORAC+

Net岬areお050

融資DB

データエントリサーバ

(3050/R)

CDlOシリーズ+AN

ユJテラ ≧
L之

j≡NetWareシェル乏…

ミ弓Wi[dows

き;uAP

DB-ZAUR]S串

クライアント

(3010+ST)

注:略語説明ほか

OFIS/LINK2(OfficeAutomationandl[telligenceSupportSoftware/LINK2)

NetWare3050(NetWareforH什ACH13050)

* DB-ZA]RUSは,エー･エム･アール社の登言責商標である｡

図5 データエントリ処理

ホストオンライン処王里とクライアントサーバシステムの融合形

態を示す｡

を持つ｡

(1)プラットフォームとしてWindowsを採用

ハードウェアの技術革新は著しいため,ライフサイク

ルが非常に短くなってきている｡そのため,システム構

築後のクライアント増設には,システム稼動時と同じ機

種を導入できるとは限らない｡したがって,異機樟が導

人されてもアプリケーションレベルの変更がないよう

に,プラットフォームとして業界標準となりつつある

Windowsを採用した｡

(2)CDlOシリーズLANとTR4LANの併用

CSSでは,CSMA/CD(CarrierSenseMultipleAccess

withCollisionDetection)LANで構築するのが一般的で

あるが,次の理由によってトークンリングLANを併用

した｡

(a)既設LANの続片J

TR4LANは,従来のシステムで使用しており,設

備費川低減からも柄用した｡

(b)データベースダウンロード時間の短縮

TR4LANはホストとチャネル直結装置で接続さ

れ,高速なデータ伝送が可能である｡データベースダ

ウンロードのスループットは1.3Mバイト/minである｡

(C)負荷分散

データエントリ処理やホストオンラインからの端末

プリンタ印字処理は,データ量が多いため衝突の少な

いTR4LANに接続されている装置で処理を行う｡こ

れにより,CDlO(口立CSMA/CDネットワークCDlO)

シリーズLANへの負荷を軽減した｡

(d)信頼性向ト

リアルタイム性を必要とするオンライン処理では高

プリント

キュー

NetWare3050

CDlOシリーズ+AN

クライアント

(3010LST)
NetWareシェル

Windows

アプリケーション

㌻…LAN Press

[こ面

図6 印刷処理

NetWareを介して,共用プリンタヘの印刷を行う｡
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信頼性が)拝められ,障害対策も十分施す必要がある｡

そのためCDlOシリーズLANの障害に対して,サーバ

からTR4LAN経由でオンライン処理を代行できる

ようにした｡

(3)サーバの24時間運転

サーバの24時間運転を実施するため,次のようにくJ-1

うしている｡

(a)サーバ用UPS(Uninterruptable Power Supply)

の採用

向糊電源の瞬断･停電によってサーバが実然ダウン

すると,ファイル破壊などが発′[し,電源が回復して

もシステム山復に長時間を要する場合がある｡この対

応策として,停電信号送出機能を持つUPSを導人し,

仔竜が起きてもサーバが正常に終J′するようにした｡

(t))東議卦作成UAPでのホストステータス監視

ホストと連携をとっている稟議書作成UAPは,ホス

トのステータスを一定間隔でチェックする｡これによ

ってホストの起動･停止を検知し,サーバの操作を行

うことなくホスト様幼時だけホスト連動する｡ホスト

停止時で,クライアントからホストへのデータ送信要

)Kがあった場合は,クライアントにホスト停_lL中ステ

ータスを通知する｡

8 CSS導入の効果

新システムの構築要件として導人したCSSの効果は,

以‾卜に述べるとおりである｡その効果は,A銀行の今後の

システム墟聞方向に大きく影響したと言える｡

(1)CSSのインフラストラクチャ整備

システム稼動後もエンドユーザー部門から,CSS新税

適梢ニーズが多数でており,A銀行でのCSS基盤整備は

十分効果があったと言える｡

(2)エンドユーザーコンピューティングの推進

サーバ24時間運車云による柔軟な運用や,マウスポッ70

アップによる操作性の向上を実現したことにより,エン

ドユーザーコンピューティング利用部門の拡大を【諌】るこ

とができた｡

(3)システム部門の負荷軽減

融資統計システムでは全面的にCSSを適用したので,

統計リスト出力･仕分け作業および臨時作表プログラム

の開発を大幅に軽減することができた｡

8 おわりに

このシステムでは,マルチベンダ化･ライトサイジン

グ化によって基幹業務に対してCSSを適用することがで

きた｡また,｢容凱こ使える+システムを目指した結果,

広く利用部門へ普及できる碁盤ができたと言える｡

現段階はその普及期にあり,今後はLAN管理を充実さ

せていくとともに,適用業務拡大や接続機器増設のニー

ズに横板的に対応し,A銀行のシステム発展に各与一して

いく考えである｡
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